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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・4/20(金)六角堂祭に、利用者様代表で中村与一郎様、船場幸子様、横町浩様が出席予定。

・春の健康診断で、採血日の予約が4/13(金)までとなっている。希望のある方は入力して下さい。

・うみねこ幸房への入金伝票は、昼食、夕食別の食券数と合計金額の記載をお願いします。

・ノロウイルスが流行している為、うがい・手洗い・消毒液使用を徹底して下さい。1日最低4回（出勤時、休憩入り、戻り、退勤時）手洗いを行うようにして下さい。

・家族への対応は、スタッフ間で情報共有し、統一するようにしましょう。

・医師への夜間報告は、必要時以外は当直医へ行うようにして下さい。

・破損報告は、いつどこで何が原因で起こったか等、詳細をしっかりと記載して下さい。

・事故報告は原則、当日中に作成し提出して下さい。その後の対処法はカンファレンスを活用し、話し合いを行うようにしていきましょう。

・4/17(火)　種本様と其田様の施設見学を予定していたが、中止になりました。

・5/7(月)　外来・通所の部署懇談会予定。場所は未定。

・4/24(火)　医局・コメディカルの部署懇談会予定。コメディカルスタッフは出席してください。

＜事例検討＞

倉石　ヨシエ様（80）統合失調症　デイナイトケア利用

検討事項

目標の評価、計画の見直し

長期目標
病状悪化せずデイナイトケアに長く通う　

中期目標
①現状維持の為に運動を行う。

②妄想に左右されないよう落ち着いて過ごす事が出来る。

短期目標

①筋力低下予防・現状維持のために運動プログラムへ参加する。

②気になる事がある時はスタッフへ話す。

治療計画

①現在行うことができている日常生活動作を減らさないことや高齢による下半身の筋力低下を防止する為に運動プログラム等に参加し下半身の筋力維持する。

②神様に関する発言が聞かれる為、過度とならないよう発言内容を傾聴する。

現　状

1 について

・2/2～2/29の間は腰痛の為欠席している。

・3/12からデイナイトケア利用となる。

・入浴時の着替えの際に腰を痛めた為、以前までは座って着替えていたが、現在は立った姿勢のまま着替えを行っている。

・運動は参加されている。時々ふらつきが見られるが、転倒することはない。

2 について

・「神様」発言はある。腰痛の原因も「神様のいたずらだ」と話されている。

・何かあると、「神様が…」と話し、行動することがある。

今後の対応

・神様発言が聞かれた際は、傾聴し安心して頂けるよう関わって行く。

・腰痛の診断名を確認し、運動や更衣の際に見守りを行っていく。腰痛を配慮した運動を行えるよう関わって行く。

＜利用者様情報＞

・宮　陽子　様～昨日来所時に、朝食後薬を飲んでいないかもしれないと話しており、帰宅後に確認し、電話連絡を頂いている。朝食後薬が見つかった為、飲んでいなかったとのこと。担当医から、飲み忘れた薬包は飲まず、そのまま夕食後薬を服用するよう指示がある為、本人にもそのように伝えている。

・繁名　和恵様～昨日青山荘入所となる。本日16時半から、青山荘と青明舎スタッフ、本人とで面談があるとのこと。

・山田　吉夫様～本日来所し、引っ越しの準備で買い物に行く為、欠席することを話している。4/14に青山荘を退所予定。今後のデイケア利用については、13(金)にデイケア来所し、検討していく予定。

・植村　廣隆様～昨日18時半頃、電話連絡があり、月曜日に処方された薬が丸ごと無いと話している。自宅を探したが無いため、デイケアに忘れたかもしれないと話され、本人のロッカーを確認するが見つからない。再度自宅を探してみるように伝えているが、その後本人からの連絡はない。本日確認のため、連絡をする予定。

・種本　サハ様～昨日、就寝後なかなか寝付けず、0時頃に、20時に飲む予定だった就寝前薬を飲み忘れたことに気付き、服用したとのこと。今朝来所後は呂律が回らない様子や、眠気からイライラ感がある様子で、本日午前中は静養室利用し休まれている。

・高橋　洋子様～今朝電話があり、「具合が悪い」と欠席を希望されている。昨日転倒し、胸が痛い為、湿布を貼っているとのこと。明日来所予定の為、詳細を確認していく。

・八木橋牧雄様～水曜日はナイトケア利用せず、AAに行く予定になっているが、現在AAには全く行っていないと話す。「いつも同じような内容で、断酒に対する意識というかレベルが低い感じがする。断酒会も同じだ。」と話している。AAに参加しないのであれば、ナイトケアを利用してみてはどうかと提案するが、納得はしていない様子である。

＜外来情報＞

・鈴木　茂子様～青山荘で、夜中物をたかる人がいて困ると話される。

・中村　鶴子様～最近、近所の人が挨拶をしてくれなくなったと話す。障害者である事がばれたのではないかと被害的になっている。

・袴田　淑子様～カリウムが少ない為、アスパラK散が昼食後薬に増薬となっている。

・高橋　幸雄様～風邪気味だが、熱はないとのこと。漢方が4日分処方となる。

・淡路智恵子様～禁煙は続いているとのこと。

・平　京子　様～栄養指導実施。

・高柳　和子様～花粉症で目が痒いとのこと。メインター点眼薬処方となる。

【個人衛生管理】

　衛生管理は、調理に携わる人にも必要である。人が食品を汚染する直接の原因になったり、また、汚染を仲介してしまうこともある為、各項目を理解・実践して、安全な食品の提供に努めましょう。

個人衛生管理

清潔でない人、病気にかかっている人、不衛生な行動をとる人などは食品を汚染する原因になる。特に、手の衛生・身だしなみ・健康管理に気をつけることが重要なポイント。

一人一人が食品の汚染源となり得ることを理解し、衛生管理の意識を高めましょう。
1 手洗いの重要性

手指は外部・内部からの汚染や細菌によって常に汚染されている。

手洗いによって汚れや細菌を除去しないと、食品の調理、盛り付けなどで手指を介して食品を二次汚染してしまう。食品が二次汚染されると食中毒に繋がる危険もあり、利用者に安心・安全な食品を提供出来なくなる。

2 正しい手洗い

せっかくの手洗いも、正しく行わないと汚れや最近を充分に取り除くことが出来ない。

· 石鹸をつける前に、流水で汚れを落とすことが重要。

· 石鹸を手にとった後、手の甲や指の間、指先、手首、肘、爪など、洗い残しが無いようにまんべんなくこすり洗いしてから流水で充分にすすぐ。

· 手の水気を拭くときは共有のタオルの使用は禁止し、ジャットタオルを使用しましょう。

3 手洗いのタイミング

汚れや細菌は普段何気なく触れてしまう自分の身体にも存在する。作業の切り替え時はもちろん、その時行っている調理に関らない物に触れた時にもその都度行う。

4 毛髪の管理

1日に抜ける髪の毛の本数は平均約55本。

食品中に混入するのを防ぐ為に、定期的な洗髪とブラッシングに頭に残っている抜けた毛髪やホコリ・チリを取り除くことが大切。

5 爪の管理

爪は長いほど細菌数が増える為、常に短く保っておくことが大切。

マニュキュアやつけ爪がはがれると異物混入に繋がる可能性がある。また、マニュキュアがはがれた爪には菌が残っている。マニュキュアやつけ爪はつけないようにしましょう。

6 健康診断

健康診断は、自身の健康状態を知る重要な手段。

赤痢、腸チフス、サルモネラ、病原性大腸菌などを保菌していないか、他の疾患がないかを尿、採血、検便などによって検査しましょう。

7 健康管理

食品に衛生上悪い影響を及ぼさないよう配慮することは基本。

下痢、喉の痛み、くしゃみや咳、発熱など、体調不良、皮脂の傷、化膿、手荒れがある場合は直接食品を取り扱う業務に就かないことが原則。
